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アジアの多くの都市では、急速な経済発展と人口・産業の集中が進行して
おり、水不足が大きな問題となっている。
⇒公衆衛生の確保や水域の水質保全を目的とした下水道の整備が加速されており、
現在は下水処理水が新たな水資源として注目されつつある。

北東アジア標準協力フォーラムの枠組みを活用した下水再生水利用に関する

日中韓の取り組みについて

アジア地域のみならず世界的な水問題の解決に向け、日中韓３国の主導に
より、水を安全に利用するための下水再生水技術の国際規格作りを推進す
ることが重要

北東アジア標準協力フォーラム（※） （第9回；2010年7月）にて下水再生
水の標準化について日本から提案。同フォーラムの合意に基づき、「都
市における下水再生水利用に関する北東アジア協力会議 (通称RWUUA会
議) 」を立ち上げ、当該分野における日中韓の3カ国の標準化活動の協力
を推進

（※）日中韓の三国間での標準化活動の協力を推進し、共同で国際標準化の
基盤の整備、標準規格開発、共同提案及び標準規格の普及に取り組み、
アジア地域での一層の標準化活動に資することを目的とした会合。
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2011年3月に第1回会合（東京）、6
月に第2回会合（釜山）を開催し、各
国の下水処理水の再利用状況及び水
質基準、ISO/PC 253（再生水の灌漑利
用に関する専門家会合）への対応、今
後の下水再生水分野に関する標準化
の取り組み等について情報交換

2012年1月11日 第３回会合（北九州市）

 下水再生水の安全利用に関する国際規格の

作成について日本から提案。

 日中韓の３国で下水再生水の安全管理規格

の作成の必要性等について認識を共有

第3回都市における再生水利用に関する北東アジ
ア協力会議の状況（2012.1 於：北九州）

都市における再生水利用に関する北東アジア協力会議設置後の動き

再生水の活用例

水洗トイレ用水

工業用水

消雪用水
熱源用水

河川維持用水 農業用水

北東アジア標準協力フォーラムの枠組みを活用した下水再生水利用に関する

日中韓の取り組みについて
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「防災パッケージ」の考え方
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ェ
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「防災パッケージ」の構成要素イメージ

施策の範囲

通常時操作

メンテナンス
A1, A2

非常時操作

評価

通常時操作

メンテナンス
B1, B2

非常時操作

評価

基本計画 A

実現性調査A
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良い防災対策は、下図に示すような、幅広い施策や事業の範囲の中から構成要素を組み入れ、持続的に災害対
応力を向上させていく必要がある。例えば、計画段階から運用ルールの確立やモニタリングといった段階までの時
間的範囲にわたる視点を持つことは、洪水対策施設が適切な機能を果たすことを担保する上で重要。また、ハード
整備とソフト対策の適切な組み合わせは、費用対効果を確保する上で重要。その国の国民のニーズに適合するよ
う、防災対策の構成要素を適切に組み合わせたパッケージのことを「防災パッケージ」と呼ぶ。
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防災協働当局者間対話

供給・輸送オペレーションの発動

タイ政府に提案中の防災協働当局者間対話

より良い防災パッケージの組み立てのための課題の特定

非構造物対策

研究・開発

教育・普及

定期的な
政策対話

構造物対策 災害対応コンティ
ンジェンシー計画

ロジス
ティック
ス管理

備蓄・供
給計画供給の

「候補リス
ト」の特定 初動対応者の運用

災害時に発生する可能
性があるニーズの特定

Machine& 
Vehicles

Emergency
SurveyMachine& 

Vehicles
Emergency
Survey機械及び

輸送機

建設
サービス

エンジニアリン
グ・サービス

緊急調査

初動及び復旧・復興オペレーション

自然災害発生

可能性がある協力方策の特定
専門家の
派遣

資金的枠組 共同研究開発

標準化と
相互運用性確保

シード展示会・
ワークショップ その他

シーズの
特定

建設サー
ビス Eエンジニアリン

グ・サービス D

調査
機器 C機械 A 輸送機

B

在庫及び供給能力
のチェック及び改善

輸送・展開計画の
作成・向上

事態に適合するよう
にするための製品の
改善

他の障害の緩和

自然災害対応力の向上

建設
サービス

エンジニアリン
グ・サービス

建設
サービス

エンジニアリン
グ・サービス

制度・組織

課題別会合

コンティン
ジェンシー計
画会合

過去の取組のフォ
ローアップ会合

全体会合
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